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研究の意義・目的 2015 年 7 月より冷凍システムカテーテルアブレーションシステムが本邦で臨牀

使用可能となりました。2014年 7月より臨牀使用可能となった冷凍バルーンカテ

ーテルは心房細動例において肺静脈隔離術に適用されますが、このスポットカテ

ーテルはそれ以外の不整脈に対して適用されます。今回は頻脈性不整脈のなかで

も特に房室結節回帰頻拍に対して治療を行った結果を検討しまして、本疾患に対

する本システムの安全性および有効性を検討し、今後の治療に活かしていくこと

を目的とします。 

 

研究の方法 

（対象期間含む） 

本研究は後方視的観察研究であります。対象期間は 2015 年 7 月１日から 2017

年 9月 30日までに本治療法を受けた患者さんすべてが対象となります。 

薬剤抵抗性の房室結節回帰頻拍例に対して冷凍システムを用いたカテーテルアブ

レーション治療を行います。電極カテーテルを心臓内部必要各所に留置し、不整

脈の診断を行った後（房室結節回帰頻拍の診断が確定した後）に冷凍アブレーシ

ョンカテーテルを用いて、治療必要箇所を冷凍エネルギーにより治療目的で挫滅

します。本治療法による手術前後の心臓機能の変化（不整脈発作の誘発性など）

を測定し、かつ合併症の発生に関しても綿密に検討いたします。本治療法の術後

経過を評価します。また長期成績を検討するために外来フォローにより本疾患の

再発率等を検討します。 

本研究は、本邦において本治療法施行例数がトップ１０に入る施設のデータを集

積しまして統計的検討などを行います。 

個人情報の取り扱い 患者さんの個人情報の守秘義務を全うします。データ収集および解析の段階から

すべての個人情報は記号化され個人の特定ができない状況となります。情報は当

院本研究責任者の沖重薫が厳重に保管いたします。 
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